
様　式　イ

平 成 18 年 度 事 業 内 容 （ 決 算 ）
①札幌市地域防犯ガイドブックの作成
②地域の安全・安心をテーマとしたシンポジウムの実施
③同ガイドブック作成のための地域防犯に関する市民意識調
査の実施
④防犯カメラの実態調査の実施
⑤薄野地区防犯プロジェクトの設置
⑥指定都市市長会による「安全・安心なまちづくり」の取組み
への参画
⑦地域安全担当係長の各区設置
⑧公用車への防犯青色回転灯の装備
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課    題

条例施行以後、それぞれの禁止行為はほとんど確認できない
状況であり、街の卑わい性が非常に薄まった。また、条例施行
を受け、薄野地区の事業者らが街の活気を取り戻すイベントを
企画・展開するなど、客足の回帰につなげる動きが出てきてお
り、各種メディアや市民からは好意的に受け止められている。
札幌市地域防犯ガイドブックは、発行以後、各種防犯団体や
町内会などから提供の依頼が多く、平成19年5月時点で、約
3,100部（概要版は約13,000部）配布済みである。

繁華街における迷惑行為が新たな形に変化する可能性がある
ことから、地元団体や北海道警察などと情報交換を密に行い
ながら、今後、具体的な対策を検討・実施していく。
市民アンケートや防犯カメラの運用実態調査から、より適正な
防犯カメラの運用・管理が必要であることが明らかとなったた
め、そのルール作りを検討していく必要がある。
また、市民の犯罪に対する不安感を更に軽減するため、啓発
事業の継続的な実施を行うとともに、今後の札幌市の防犯対
策の方向性を検討する必要がある。

平 成 16 年 度 事 業 内 容 （ 決 算 ） 平 成 17 年 度 事 業 内 容 　（ 決 算 ）
①「札幌市公衆に著しく迷惑をかける風俗営業等に係る勧誘
行為等の防止に関する条例」制定及び運用
②同条例の周知活動
③先進自治体の実地調査
④都市再生プロジェクト第９次決定を受けた薄野地区の防犯
対策検討
⑤指定都市市長会による「安全・安心なまちづくり」の取組み
への参画

事

業

内

容

17年度
・通称ススキノ条例制定及び運用、周知活動
・先進自治体の実地調査
・薄野地区の防犯対策検討
・指定都市市長会による「安全・安心なまちづくり」の
取組みへの参画

18年度
・札幌市地域防犯ガイドブックの作成
・地域の安全・安心をテーマとしたシンポジウムの実施
・地域防犯に関する市民意識調査の実施
・防犯カメラの実態調査の実施
・薄野地区防犯プロジェクトの設置
・指定都市市長会による「安全・安心なまちづくり」の
取組みへの参画
・地域安全担当係長の各区設置
・公用車への防犯青色回転灯の装備

＜年 度 別 の 事 業 内 容＞最近条例を制定・改正するなどして、安心・安全の問題と積極的かつ
具体的な取組みを進めている自治体の例を参考として、札幌市として
どのような施策展開が可能なのか検討を深めるため、実地調査をす
る。また、生活安全に関して、市民の現状認識や要望を調査し、今後
の安心・安全なまちづくりに向けた施策を検討するための資料とする。

安心・安全なまちづくり推進事業

市民まちづくり局地域振興部区政課  吉田、小野　（211-2252）

全　　体　　計　　画　　(　　当　　初　　)

担 当

新 ま ち づ く り 計 画 （ H16 ～ 18 ） 事 業 総 括 調 書

19 年 度 以 降 の 方 向 性 ・ 事 業 の 予 定
札幌市として、犯罪のない安全に安心して暮らせるまちの実現を目指す意思を明確にするとともに、市民、事業者などの関係主体
の役割を整理し、意識を高めることで、連携・協働した取組みがよりいっそう活発化することを目的として「（仮称）犯罪のない安全で
安心なまちづくり条例」の制定を目指すこととし、そのための各種調査や啓発事業等を実施していくこととする。

施策体系ｺｰﾄﾞ その他 事 業 名
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安全・安心なまちづくり推進事業費 臨時 枠外

予　算　事　業　名( 小 事 業 名 )

関　　連　　予　　算　　事　　業　　内　　訳

経・臨 枠内外 16年度 17年度 18年度 計

主　な　施　設、　サ　ー　ビ　ス　等　の　整　備　水　準

18 年 度 末
( 実 績 )

17 年 度 末
( 実 績 )

16 年 度 末
( 実 績 )

15 年 度 末
( 現 状 )

項　　　　　　目

実　績

計  画  と  の  差  異  (　予　算　・　事　業　内　容　・　規　模　・　時　期　等　)

当初計画では、安心・安全なまちづくりに向けた施策展開を検討するために、現状調査や他自治体調査を主に想定していたが、17
年度においては、薄野を中心とした繁華街における迷惑行為による市民の被害は放置できない状況であることが浮き彫りとなり、関
係機関と協議の上、迷惑行為を防止する条例の制定により対応する方向で検討することとし、予算事業化した。
結果、条例制定･運用や、官民共同の連絡協議会設置により、繁華街における迷惑行為はほとんど確認できない状況となり、各種メ
ディアや市民から好意的に受け止められているという成果を挙げている。
また、18年度においても、自主的な防犯活動の活発化や防犯活動支援に対する市民ニーズを背景に、より実践的な取組みが必要
であると判断し、「札幌市地域防犯ガイドブック」の発行・配布及び「地域の安全・安心なまちづくりシンポジウム」を開催するなどし
た。
札幌市地域防犯ガイドブックは、発行以後、各種防犯団体や町内会などから提供の依頼が多く、平成19年5月時点で、約3,100部
（概要版は約13,000部）配布済みである。また、「地域の安全・安心なまちづくりシンポジウム」は、当日会場がほぼ満席となったとと
もに、事後のアンケートでは、ほぼ全ての参加者が同種のシンポジウムに「参加したい」と回答されているなど、非常に好評であっ
た。
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項  目

事　　業　　費　　の　　推　　移

事 業 名 安心・安全なまちづくり推進事業施策体系ｺｰﾄﾞ

新 ま ち づ く り 計 画 （ H16 ～ 18 ） 事 業 総 括 調 書
（単位：千円）


